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ガバナンス – 取締役レベルでの監督状況

リスクとインパクトの管理 – 依存・インパクト・リスク・機会の特定・評価・管理プロセス

戦略 – リスク特定状況

戦略 – 優先地域特定状況

CDP2024回答結果分析

『CDP回答から見る、日本企業のTNFDフレームワークへの対応状況』

0 TNFD概要、CDP質問書の整合状況、分析対象質問

ガバナンス(4.1.1)、リスク管理(2.2, 2.2.1, 2.2.2)、戦略(3.1、2.3)

ウォーター：70％、フォレスト：62％。気候変動：98％と比べると低い。

• 78％が依存・インパクトを対象としたプロセスあり。うち82％は依存・イン
パクト両方対象

• プロセスの対象範囲にバリューチェーンを含むのは69％。拠点・地域レベル
での特定・評価・管理を行っているのは66％。

ウォーター：63％、フォレスト：48％がリスク特定。但しバリューチェーンを含めて特
定できているのは、ウォーター：40％、フォレスト36％

ウォーター：31％、フォレスト：31％とまだ少ない。
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TNFD概要、CDP質問書の整合状況、分析対象質問00

TNFDは「企業が自然関連課題に対処するためのリスク管理と情報開示の枠組み」 TCFDの”自然版”

出典：TNFD「自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」

CDP2024
回答結果分析

TNFD

TNFD (Task force on Nature-related 
Financial Disclosure) とは？

自然関連財務情報開示タスクフォース

• 企業が自然関連課題に対処するため
のリスク管理（LEAPアプローチ）と情
報開示の枠組みを開発

• TCFD (Task force on Climate-
related Financial Disclosure) 
の”自然版”

• 2021年にスタート、ベータ版、パイロッ
トテストを経て、2023年9月に初版公
表
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TNFD概要、CDP質問書の整合状況、分析対象質問00

TCFDをベースとした、4つの柱、14の開示提言項目。CDP質問書は2024年から部分的に整合

CDP2024
回答結果分析

TNFD

• TCFDと同様の4つの柱
14の開示項目

TCFDから引き継がれた11項目
＋TNFD独自の3つの追加項目(★)

• TNFD追加項目
ステークホルダーエンゲージメント
優先地域の特定
バリューチェーン全体
依存とインパクト
• CDP質問書は2024年から部分的に

整合

TNFD開示提言項目

TNFD追加
開示提言項目

出典：CDP「質問書回答ウェビ
ナー 自然関連情報開示と目標

設定 (2024年7月19日)」
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TNFD概要、CDP質問書の整合状況、分析対象質問00

LEAPアプローチ：自然関連の依存、インパクト、リスク、機会を特定・評価・管理するアプローチ

CDP2024
回答結果分析

TNFD

LEAPアプローチ

出典：CDP「質問書回答ウェビナー 自然関連情報開示と目標設定 (2024年7月19日)」

LEAP (Locate:
発見, Evaluate：
診断, Assess：評
価, Prepare：準
備)

自然関連の依存、イ
ンパクト、リスク、機
会を特定・評価・管
理するためのアプロー
チ
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TNFD概要、CDP質問書の整合状況、分析対象質問00

TNFD開示提言項目、CDP質問(2024)対応表

CDP2024
回答結果分析

TNFD

ガバナンス 戦略 リスクとインパクトの管理 指標と目標

A 4.1.1, 4.1.2
4.2
4.5, 4.5.1

A 1.22
2.1, 2.2.7, 2.3, 2.5.1
3.1.1, 3.2, 3.6.1

A
(i)

2.1, 2.2.2, 2.2.6(FS), 2.4, 2.5 A 3.1.1, 3.1.2
3.2, 3.3, 3.3.1, 3.3.2
3.6.1, 3.6.2
9.3, 9.5A

(ii)
1.5, 1.24
2.1, 2.2.1, 2.2.2, 2.2.5(FS), 
2.2.6(FS), 2.2.7, 2.2.8(FS), 
2.2.9(FS)
5.11.1, 5.11.2, 5.11.3, 5.11.4
6.1
8.1.1, 8.11.1

B 4.3, 4.3.1 B 2.5.1
3.1.1, 3.2, 3.3.2, 3.6.1
5.2, 5.3, 5.3.1, 5.3.2
5.9, 5.11.1, 5.11,2, 5.11.3(FS), 5.11.4(FS), 
5.11.5, 5.11.6, 5.11.7, 5.11.8, 5.11.9, 
5.12(SC), 5.13.1(SC), 5.14(FS), 5.14.1(FS),
8.7.2, 8.8, 8.8.1, 8.9.1, 8.9.2, 8.11.1, 
8.15.2, 8.16.1, 8.17.1 9.15.2
10.1
11.4.1, 12.7.1(FS)

B 2.2.2
2.2.6(FS)
2.2.7

B 1.22
3.1.1, 3.6.1
5.11
8.2, 8.3, 8.4.1, 8.9, 8.9.1, 8.9.2, 
8.9.3, 8.9.4, 8.10.1, 8.17.1
9.2.4, 9.2.8, 9.2.9, 9.2.10, 9.3.1
10.3, 10.4, 10.5, 10.5.1, 10.6, 
12.1.3(FS)

C 2.2.2、2.2.6(FS)
4.6.1
4.11, 4.11.1, 4.11.2
5.3.1
5.11.2, 5.11.6, 5.11.7, 
5.11.8, 5.11.9
8.15.2, 8.16.1

C 3.1.1
5.1.1, 5.1.2
5.3.1, 5.3.2

C 2.2.2
2.2.6(FS)

C 8.7, 8.7.1, 8.7.2
9.15.1, 9.15.2
12.7(FS), 12.7.1(FS)

D 2.3, 3.2 
8.3, 8.4.1, 9.3.1
11.4.1

出典：CDP「Correspondence between TNFD Disclosure 
Recommendations and CDP’s 2024 Questionnaire」

前段の質問と
して3.1を対象
とし分析

分析対象質問
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59%

50%

45%

75%

86%

74%

55%

50%

44%

85％

82％

86％

0 50 100 150 200 250 300 350

不明

輸送サービス

サービス

小売

発電

素材

製造

インフラ関連

ホスピタリティ

化石燃料

食品・飲料・農業関係

バイオ技術・へルスケア・製薬

アパレル

はい いいえ、2年以内に行う予定 いいえ、2年以内に行う予定なし 未回答

ウォーターについて取締役会レベルでの監督があるのは70％。気候変動(98%)と比べると低い。

ガバナンス – 取締役会レベルでの監督状況 ウォーター01
CDP2024

回答結果分析
TNFD

4.1.1 貴組織では、取締役会レベルで環境課題を監督していますか。

70%
n=810

取締役会レベルでの監督あり

40%

98%
n=1339

n=1304

気候変動

生物多様性

ウォーター

• 70％が対応しているが、気候変動の98％と
比べると低い

• セクター別では、素材、アパレル、食品・飲
料・農業関係、バイオ技術・ヘルスケア・製薬
等が対応企業の割合が多い
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フォレストについて取締役会レベルでの監督があるのは62％。気候変動(98%)、水(70%)と比べると低い。

ガバナンス – 取締役会レベルでの監督状況 フォレスト01
CDP2024

回答結果分析
TNFD

4.1.1 貴組織では、取締役会レベルで環境課題を監督していますか。

62%
n=246

取締役会レベルでの監督あり

40%

98%
n=1339

n=1304

気候変動

生物多様性

• 62％が対応しているが、気候変動の98％、
ウォーターの70％と比べると低い

• セクター別では、食品・飲料・農業関係、イン
フラ関連、素材等が対応企業の割合が多い

• TNFDフレームワークに沿ってウォーター・フォレ
ストも統合的に対応していくことが期待される。

フォレスト

100%

100%

59%

59%

1100%

64%

61%

68%

50%

69%

57%

50%

0 10 20 30 40 50 60

不明

輸送サービス

サービス

小売

発電

素材

製造

インフラ関連

ホスピタリティ

化石燃料

食品・飲料・農業関係

バイオ技術・へルスケア・製薬

アパレル

はい いいえ、2年以内に行う予定 いいえ、2年以内に行う予定なし 未回答
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依存とインパクトの特定、評価、管理リスクと機会の特定、評価、管理

はい

78%

いいえ、2年以内

に計画

15%

いいえ、2年以内に計画もない
6%

未回答

1%

依存とインパク

ト両方

82%

依存のみ

2%

インパクト

のみ16%

リスクとインパクトの管理 – 依存・インパクト・リスク・機会の特定・評価・管理プロセス02
CDP2024

回答結果分析
TNFD

78％が依存とインパクトの特定・評価・管理プロセスあり。うち82％は依存とインパクトの両方を対象

2.2 貴組織には、環境への依存やインパクトを特定、評価、管
理するプロセスがありますか。

2.2.1 貴組織には、環境リスクや機会を特定、評価、管理するプロセ
スがありますか

78% n=1352
リスク・機会特定、評
価、管理プロセスあり 78%依存・インパクト特定、

評価、管理プロセスあり

82%プロセスありのうち依存
とインパクト両方対象

n=1352
n=1051

依存とインパクトとは？

依存:
組織が機能するために依存している環境資産および生態系サービスの要素
“自然の恩恵”
インパクト:
社会的・経済的機能を提供する自然の能力が変わってしまうような自然の
状態（質または量）の変化のこと。
“組織が自然に対して引き起こす、
または寄与するもの“

✓ 自然への依存やインパクトか
らリスクや機会が発現する

出典：TNFD「自然関連財務情報
開示タスクフォースの提言」

依存が特に難しさあり？
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リスクとインパクトの管理 – 依存・インパクト・リスク・機会の特定・評価・管理プロセス02
CDP2024

回答結果分析
TNFD

バリューチェーン上流を含めているのは69％、拠点固有や近隣地域レベルで特定・評価できているのは66％

66%
拠点固有、拠点
固有・近隣地域
を含む

対象バリューチェーンの範囲 場所の固有性

2.2.2 環境への依存性、影響、リスク、機会を特定、評価、管理するための組織のプロセスの詳細を提供します。

直接操業・バ

リューチェーン上

下流, 52%
直接操業・バ

リューチェーン

上流, 10%

直接操業のみ, 
26%

直接操業・バリューチェーン上下流・EOL管理 直接操業・バリューチェーン上下流

直接操業・バリューチェーン上流・EOL管理 直接操業・バリューチェーン下流・EOL管理

直接操業・バリューチェーン上流 直接操業・バリューチェーン下流

バリューチェーン上下流 バリューチェーン上流

バリューチェーン下流 バリューチェーン下流・EOL管理

EOL管理 直接操業・EOL管理

直接操業のみ 未回答

69%

対象範囲に直接操
業+バリューチェーン
上流を含む

拠点固有, 
32%

拠点固有を含む

複数回答, 31%

近隣地域を

含む複数回

答, 3%

国を含む複

数回答, 17%

地域固有性

はない, 15%

拠点固有 拠点固有を含む複数回答

近隣地域を含む複数回答 サブナショナルを含む複数回答

国を含む複数回答 地域固有性はない

• バリューチェーンを対
象にできているところ
が多いものの、直接
操業のみに限定も
26％あり

• 拠点・地域固有の
評価ができているとこ
ろが多いものの地域
固有性なしも15％
あり

n=2081(複数回答あり) n=2065(複数回答あり)
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戦略 – リスク特定状況 ウォーター03
CDP2024

回答結果分析
TNFD

ウォーターについて重大リスクを特定している企業は63％。バリューチェーン上下流を含めているのは40％

14 %

19 %

33%

13%

55％

43％

33％

13％

60％

46％

43％

0 50 100 150 200 250 300 350

不明

輸送サービス

サービス

小売

発電

素材

製造

インフラ関連

ホスピタリティ

化石燃料

食品・飲料・農業関係

バイオ技術・へルスケア・製薬

アパレル

はい、直接操業とバリューチェーン上下流 はい、直接操業、バリューチェーン上下流、ポートフォリオ

はい、直接操業のみ はい、バリューチェーン上下流のみ

はい、ポートフォリオ いいえ

未回答

はい、直

接操業と

バリュー

チェーン

上下流, 
40%

はい、直接操

業のみ, 21%

いいえ, 
36%

ウォーター

63%
重大リスク特定あり

40%

そのうち直接操業とバ
リューチェーン上下流対象

重大な影響

を及ぼす可

能性のある

ものはない

37%

評価中

10%

その他

53%

いいえの理由

3.1 報告年の間に貴組織に重大な影響を及ぼした、あるいは将来的に重大な影響を及ぼ
すと考えられる何らかの環境リスクを特定していますか。

n=811

n=291

n=811

• 直接操業のみならずバリューチェーン上
下流まで含めた範囲で特定できている企
業は全体では4割に留まる。セクター別で
は食品、素材、バイオ、製造等で割合が
大きい。

• リスクを特定できていない企業も36％あ
り。そのうち53％はまだ評価ができていな
い状況
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はい、直接操業と

バリューチェーン

上下流, 36%

はい、直接操業のみ, 
4%

いいえ, 51%

戦略 – リスク特定状況 フォレスト03
CDP2024

回答結果分析
TNFD

フォレストについて重大リスクを特定できているのは48％。バリューチェーン上下流を含めているのは36％

21%

89%

1

33%

59%

56%

67%

50%

14 %

0 10 20 30 40 50 60

不明

輸送サービス

サービス

小売

発電

素材

製造

インフラ関連

ホスピタリティ

化石燃料

食品・飲料・農業関係

バイオ技術・へルスケア・製薬

アパレル

はい、直接操業とバリューチェーン上下流 はい、直接操業かバリューチェーン上下流

はい、直接操業かバリューチェーン上下流とポートフォリオ はい、直接操業のみ

はい、バリューチェーン上下流のみ はい、ポートフォリオ

いいえ 未回答

フォレスト

48%
重大リスク特定あり

36%

そのうち直接操業とバ
リューチェーン上下流対象

いいえの理由

重大な影響

を及ぼす可

能性のある

ものはない

18%

評価中

10%
その他

72%

3.1 報告年の間に貴組織に重大な影響を及ぼした、あるいは将来的に重大な影響を及ぼ
すと考えられる何らかの環境リスクを特定していますか。

n=246

n=125
n=246

• 直接操業のみならずバリューチェーン上下流まで含
めた範囲で特定できている企業は全体で36％に
留まる。セクター別では発電やインフラ、ホスピタリ
ティ、農業で割合が大きい

• リスクを特定できていない企業も51％存在。そのう
ち72％はまだ評価ができていない状況

• より多くの企業が、プロセスに沿って、ウォーター、フォ
レストのリスクも特定していくことを期待



Copyright © 2025 Wastebox, Inc. All rights reserved.

013

特定中

31%

戦略 – 優先地域の特定04
CDP2024

回答結果分析
TNFD

はい、優先地

域を特定

31%

はい、優先地域を特定し

ている最中

12%

いいえ、2年以内に計画
33%

いいえ、2年以内に計画もなし
24%

ウォーター、フォレストとも現在特定しているのは31％割、約1割は現在特定中

2.3 バリューチェーン内の優先地域を特定しましたか。

31%優先地域を特定

優先地域を特定

12%

10%特定中

優先地域とは？

◼ 組織がバリューチェーン内で特定した場所で、組織が自然
関連の重大な依存、インパクト、リスク、機会を抱えている
要注意地域またはその付近にあるため、最も緊急に行動
を優先する必要がある場所 (出典: TNFD)

◼ 要注意地域
• 生物多様性にとって重要な地域
• 生態系の十全性が高い地域
• 生態系の十全性が急速に低下している地域
• 水の利用可能性が低い、洪水による影響が高い、または水

質が劣悪な地域
• 生態系サービスの提供にとって重要な地域

◼ 重大な依存、インパクト、リスク、または機会があ
る地域

• 森林に関連する重大な依存、インパクト、リスク、または機
会がある地域

• 水に関連する重大な依存、インパクト、リスク、または機会
がある地域

• 生物多様性に関連する重大な依存、インパクト、リスク、ま
たは機会がある地域

はい、優先地域を

特定

31%

はい、優先地域を特

定している最中

10%
いいえ、2年

以内に計画

37%

いいえ、2年

以内に計画も

なし

22%

n=1227

n=280

ウォーター

フォレスト

特定中を合わせても約40％CDP2025回答ガイダンス、質問2.3選択肢より
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